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量子イメージング創薬アライアンス

キックオフ国際シンポジウム

生体イメージングの未来を拓く、
オープン・イノベーションが始動

併催：戦略的理事長ファンド創成研究・加速会合
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【プログラムのご紹介】

本シンポジウムは、錯体技術を中心とした機能性MRI造影剤におい
て、世界の研究開発を牽引する２名の研究者を基調講演にお迎えしま
した。Silvio Aime博士は、イタリア・トリノ大学の化学者で、錯体
の構造を変化させることでMRI造影剤の信号を制御する技術など、
MRI造影剤を「センサー（機能性造影剤）」として利用する発想を先
駆けて提示され、精力的な研究を続けておられます。Peter Caravan
博士は、米国Harvard medical School, MGHの研究者で、肝臓の繊
維化や血栓などを狙って造影する「標的型造影剤」で多くの実績があ
り、in vivo応用を成功させるなど実用性の高い成果を残しています。
共に世界を代表する研究者であり、今後のアライアンスの方向性をイ
ンスパイアするご講演になると確信しています。

また、アドバイザリーとして、我が国が世界に誇る研究者をお招き
しました。脳機能MRIの原理を発見され、量研機構初の名誉フェロー
でもある小川誠二先生、ナノ粒子のがん集積の原理EPR効果を発見さ
れた松村保広先生（国立がん研究センター・分野長）、そして免疫学
研究において大きな実績を持つ本機構・平野理事長を加えて、異分野
での「総括トーク」を予定しています。

講演は、午前中に基調講演を中心とする英語による国際セッション
を行います（日本語による解説付き）。午後からは日本語で、錯体な
どの低分子技術を中心とした「MRI造影剤開発の最先端」、マルチ
モーダルを指向する「光と磁気による量子イメージング」の可能性を
模索するセッション、そして「異分野の連携によるイノベーション創
出」をテーマとするセッションを予定し、国内から当該分野を代表す
る気鋭の研究者を招聘いたします。さらに、若手による短時間での研
究紹介、現在進行中の「量研機構・理事長ファンド」による研究内容
の紹介のコーナーも設定し、量研機構での取り組みをご紹介させて頂
きます。
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「次世代MRI･造影剤」
キックオフ国際シンポジウム
併催：戦略的理事長ファンド創成研究・加速会合
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量子イメージング創薬アライアンス
国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構
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